
2021年12月9日（木）

14：00－16：30
WEB開催（zoomを使用します）

日 時

会 場

2021年7月に設立したバイオコミュニティ関西（BiocK）は、内閣府「バイオ戦略2020」に基づき、持続可能な社
会実現のため、バイオファーストの発想を広げ、国際都市型バイオコミュニティーの形成を目指す活動を進めて
いきたいと考えています。
その勉強会として、オープンセミナー第5弾、関西Bio拠点におけるスタートアップエコシステムの形成に向けて
を企画しました。皆さまのご参加をお待ちしています。

「神戸大学発バイオベンチャーの事例研究
～シード期からアーリー後期迄の事業創造プロセスと現状の課題～」

神戸大学大学院 科学技術イノベーション研究科 教授 山本 一彦 氏

➢ ご講演① 14:15－

「事業会社のオープンイノベーションへの期待と課題」

➢ ご講演② 14:45－

アストラゼネカ株式会社
イノベーションパートナーシップ&i2.JP 劉 雷 氏

「世界初の「再生誘導医薬」の開発経緯と
ステムリムのビジネスモデル」

➢ ご講演③ 15:15－

株式会社ステムリム 代表取締役 社長執行役員 岡島 正恒 氏

参加無料

➢ パネルディスカッション 15:45－

《パネリスト》上記登壇者（山本一彦氏・劉雷氏・岡島正恒氏）
三菱UFJキャピタル株式会社 執行役員 ライフサイエンス部長 長谷川 宏之 氏
バイオコミュニティ関西 副委員長 兼 統括コーディネーター 坂田 恒昭

《ファシリテーター》バイオコミュニティ関西 スタートアップ分科会 リーダー
株式会社三井住友銀行 関西成長戦略室 成長事業開発部 部長 宮川 潤 氏

宮川 潤 氏

長谷川 宏之 氏



参加費 無 料 申 込 https://kinkibio.com/ 締 切 2021年12月8日（水）

「神戸大学発バイオベンチャーの事例研究
～シード期からアーリー後期迄の事業創造プロセスと現状の課題～」

神戸大学発バイオベンチャー数社を例に取り、シードの探索・評価、スタートアップの創業、シード
ファイナンス、知財戦略・事業戦略の構築、シリーズAファイナンス、CEOリクルートを含むチームビル
ディング等、シード期からアーリー後期迄の一連の事業創造プロセスについて具体的な事例紹介を行い、
スタートアップエコシステムの形成も視野に入れて、現状の課題を提起する。

主 催
バイオコミュニティ関西（BiocK）
※事務局：NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議／公益財団法人都市活力研究所

お問合せ：NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議 担当：高田清文・大嶋真由子

〒541-0048 大阪市中央区瓦町4丁目8番4号 井門瓦町第2ビル3Ｆ
TEL：06-4963-2107 FAX：06-4963-2127
E-mail：moshima@kinkibio.com

プログラム

14:00－ 開会挨拶 バイオコミュニティ関西 副委員長 兼 統括コーディネーター 坂田 恒昭

14:05－ BiocK構想のご紹介 バイオコミュニティ関西 事務局長 高田 清文

14:15－ ご講演① 神戸大学大学院 科学技術イノベーション研究科 教授 山本 一彦 氏

14:45－ ご講演② アストラゼネカ株式会社 イノベーションパートナーシップ&i2.JP 劉 雷 氏

15:15－ ご講演③ 株式会社ステムリム 代表取締役 社長執行役員 岡島 正恒 氏

15:45－ パネルディスカッション
《ファシリテーター》バイオコミュニティ関西 スタートアップ分科会 リーダー

株式会社三井住友銀行 関西成長戦略室 成長事業開発部 部長 宮川 潤 氏
《パネリスト》

神戸大学大学院 科学技術イノベーション研究科 教授 山本 一彦 氏
アストラゼネカ株式会社 イノベーションパートナーシップ&i2.JP 劉 雷 氏
株式会社ステムリム 代表取締役 社長執行役員 岡島 正恒 氏
三菱ＵＦＪキャピタル株式会社 執行役員 ライフサイエンス部長 長谷川 宏之 氏
バイオコミュニティ関西 副委員長 兼 統括コーディネーター 坂田 恒昭

16:25－ 閉会挨拶 株式会社三井住友銀行 代表取締役 副頭取 角元 敬治 氏

「事業会社のオープンイノベーションへの期待と課題」

アストラゼネカ株式会社は2020年11月にオープンイノベーションネットワーク”Innovation
Infusion Japan (i2.JP)”をローンチ。スタートアップ、大企業、医療者、自治体、アカデミアなどを
巻き込み、「患者中心主義の実現」を目指して日々パートナーと活動を推進している。これまでの活動
のご紹介および見えてきている課題に関して共有・議論していきたい。

「世界初の「再生誘導医薬」の開発経緯と
ステムリムのビジネスモデル」

(株)ステムリムは、人が本来持つ組織修復能力を最大限に引き出すことにより、機能的な組織・臓器
の再生を誘導する画期的な医薬品である「再生誘導医薬」の開発を目指す大阪大学発の上場創薬バイオ
ベンチャーです。再生誘導医薬の実現は多様な難治性疾患に苦しむ世界中の患者の皆様に笑顔をお届け
できるものと考えています。


